
 

学校だより    No.１３ 
                     －３月号－          2023 年 2 月 27 日  

                                     聖ウルスラ学院英智小・中学校  

 

今年度も残りひと月となりました。学年末考査も終わり、残りの 1 ヶ月は次年度に向け

ての大事な締めくくりの時期です。政府・文科省から今後のマスク着用についての指針も

出され、制限されていた教育活動が元の状態に近づく兆しが見えてきたように思えます。  

2023 年度が希望に満ちた新しい 1 年になることを心から信じて、この締めくくりの時を

大切に過ごしていきたいと思います。  

《3・4 月行事予定》 

 

その他／お弁当 日 曜 光 First Second Third

【会議日/午後短縮】 1 水 〇

／8年 2 木 〇 8年科学館学習

3 金 〇 ５A⑤授業参観⑥懇談会

4 土 － １２年①②、34年③④授業参観・懇談会

5 日 －

6 月 〇 ５B⑤授業参観⑥懇談会

7 火 〇 ④4年生への感謝の会 6年⑤授業参観⑥懇談会 9年午前で授業終了　午後練習

【会議日/午後短縮】 8 水 〇

／１～８年 9 木 〇

鎮魂の日朝礼／1st,191 10 金 〇

11 土 －

12 日

／181 13 月 〇

／181 14 火 〇

／181 15 水 〇

／2・3年 16 木 〇

／１～3年 17 金 〇

18 土 － 7年立志式（5・6年休業） 181授業参観・進路講演会

19 日 －

20 月 〇

21 火 －

光クラブは29日まで 22 水 〇

4/6 木 －

7 金 〇

8 土 －

復活祭 9 日 －

午前授業　SB 10 月 〇

①②5・6年発育測定 11 火 〇

①②3・4年発育測定 12 水 〇

①②７～９年発育測定・視力検査 13 木 〇

①②1・2年発育測定 14 金 〇 T1勉強合宿（～16日）

小・中学校卒業式10:00～　（在校生休業日）

　　　　１～7年、T2午前授業、T1⑦まで授業（～17日）　　SB13:30　　　　　　　

修了式・離任式・6年卒業証書授与　SB11:30

春分の日

全校朝礼 　５～8年⑥委員会　　(高校卒業式）

⑤⑥児童生徒総会・レク　　①②9年卒業黙想会

　１～8年給食なし(お弁当の日）　⑤2nd3rd大掃除　⑥9年生を送る会（7～9年）

午前授業　SB13:30　9年④特別賞授与式・同窓会入会式⑤⑥卒業式総練習

午前授業・T2学力テスト　SB12:15

午前授業・特編/1stお弁当【職】・SB13:30

交通安全教室・授業開始・2年～給食開始・2ndクラブ登録・SB16:20

学年末休業開始　　　　　　　　　　T1課外（27日（月）まで）

午前授業・対面式・新入生オリ・T2学力推移　SB12:15

学年始休業最終日　　　　　　　　T1課外（4月3日（月）から）

2023年度始業式　（及び着任披露式）　SB

在校生休業日（2023年度入学式10時、入校・進級式14時）



【小中  卒業証書授与式】  ３月１１日（土） 10:00～（９年各家庭２名まで参列可能となりました）  

今年の卒業の歌は、「僕らまた」という曲になりました。選曲は毎年９年生全員の投票で行って

おりますが、今年ほど票が割れた年はありません。最後に残った２曲も本当に差が小さい中での決定

でした。思えば、この９年生は入学式が行われなかった学年です。それどころか、学校自体が６月か

ら、しかも少しずつ始まった学年です。そして丸々３年間のマスク生活。学校行事もほとんど正常に

は行われず、未だに全校生徒は一堂に会しておりません。そんな生活を強いられた彼らが選んだ「僕

らまた」は、他の誰でもない、友人との出逢いを尊び、思い出を振り返り、そして別れを前向きに受

け入れる歌詞になっています。当日もマスクで歌うということにはなりますが、卒業生たち自身がお

互いに気持ちを届けられるような素敵な合唱になることを願っています。  

 

【○祝 特別賞受賞者】  

卒業を迎えるにあたり、これまで部活動や学習活動、生徒会活動、団体内のリーダーシップ、個人

的努力の目覚ましい者として各担当教員から推薦され、職員会議で承認された卒業生に贈られるもの

です。今年は、以下の 14 人に 3 月 10 日（金）の授与式にてそれぞれ贈られます。おめでとう！  

191 星合友月（英語弁論）  292 菊地うた（合唱部）  291 安齋瑠衣・ 292 齋藤悠花（吹奏楽部）  

 291 田口芽衣・丹野琴瀬・新田紗矢・ 292 戸上  凜・山崎楓由（女子バドミントン部）  

 291 村木悠空・弓削綾登・ 292 石原慶悟・小峯泰成・八木澤賢翼（男子バドミントン部）  

 

お知らせ  学校でのマスク着用について  

 4 月以降の学校でのマスク着用については、本校でも文部科学省の方針に従うことになります。  

２月中旬の報道でご存知のことかと思いますが、 4 月以降の学校での教育活動について、文科省から

「マスク着用を求めないことを基本とする」方針が出されました｡この｢教育活動｣には体育を含めた

授業全般や合唱､運動部の活動などが含まれるということです｡これは、一般には 3 月 13 日からいわ

ゆる「個人の判断で」となるものを、学校については新学期から適用するということです。学校がマ

スクの着脱について無理強いすることはありませんが、個人や家庭の「着脱の基準の違い」によって

いじめや差別などが生じないよう、注意深く見守りたいと考えています。大変難しい問題ですので、

ご家庭でもお話合いを深めていただければ幸いです。  
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２月  《聖書のことば》 

「受けるよりは与えるほう幸いである。」 （使徒言行録 20 章 34 節）  

 

トルコは親日家（日本ファン）が多いというのはよく知られています。それには 133 年前に起きたある海

難事故※が深く関係しています。この海難事故は痛ましい悲劇ではありましたが、トルコ国民の心の中に

日本に対する親愛と感謝の念を根付かせるきっかけとなりました。日本では道徳の読本として紹介さ

れ、近年では映画化もされたのでご存知の方も多いことでしょう。  

※「エルトゥールル号遭難事件｣  1890 年の 9 月 16 日の夜、トルコ（当時はオスマン帝国）の軍艦

「エルトゥールル号」が和歌山県串本沖で台風に遭い遭難し、トルコ人 500 名以上が命を落とした。串

本村の住民たちは総出で不眠不休の救助にあたり、69 名を命がけで助け上げ介抱した。村の食料の

蓄えがごくわずかだったにも関わらず、衣服、卵、さつまいも、それに非常用のニワトリなどを供出して、生

存者の救援に保護に全力であたり、69 名のトルコ人は無事帰国することができた。一方多くの犠牲者の

ためには、ご遺体を丁寧に捜索し手厚く弔い、慰霊碑を建立した。  

 

それから 85 年後、今度は日本人がトルコ人に助けられる出来事がありました。1985 年、イラク・イラン

戦争のさなかに、トルコ政府は無差別攻撃を受ける危険な状況下にも関わらず飛行機をイラクに派遣

し、イラク国内に取り残された日本人 215 名を救い出してくれたのです。しかも同じく取り残されたトルコ

人よりも先に日本人を優先して助けてくれました。当時のトルコ大使は言いました。「私たちはエルトゥール

ル号の借りを返しただけです。トルコ国民は遭難の際に日本の人々に受けた恩義を知っています。」と。  

（参照：和歌山県串本町公式 HP）  

            日本とトルコの絆をつないだ物語               慰霊碑  

 

 

 思い出されるのは、2011 年 3 月 11 日東日本大震災です。トルコは、歴史のある国ですが、世界

の中では決して大国ではありません。そのトルコが被災した多くの日本人のために官民問わず出来うる限

りの支援を行ってくれました。32 名の救助隊に加え、缶詰約 6 万 8,800 個、水 18.5 トン、毛布 5,000

枚が贈られています。1,600 万リラの義援金に加え、ニューヨークのトルココミュニティは 3 万ドルを寄付。

トルコ大使館ではチャリティーバザーも催されました。実はこれは、東日本大震災に先立つ 1999 年にト

ルコ北西部で起きた地震の際、日本がトルコに手厚い支援をしていたことへの恩返しでした。このように、

両国はお互いに困っているときに相互で支え合い、絆を深めてきました。  

 

今月６日、トルコ・シリアで大きな地震がありました。今度はわたしたちの番です。本校では、被災された

トルコ・シリアの方々のために祈りを捧げてきました。今後、具体的な行動として献金活動を行いたいと考

えています。折しも、世界のカトリック教会ではイエス様の十字架の苦しみを想う季節「四旬節（LENT）」

を迎えています。祈りと犠牲（献金）を通してトルコ・シリアの方々をお支えいたしましょう。         

小・中学校  宗教部長  山口葉子  

 

付：上記のトルコと日本の物語は、2015 年に映画化されています。 

『海難 1890』（邦題）ダイジェスト特別映像 PART2 



ほ め た た え 

☆第 76 回宮城県・仙台市小・中学校児童生徒書きぞめ展  

硬筆  宮城県部会長賞  1 年  堀越  輝  3 年  阿部杏南  5 年  海老澤綾里    

宮城県特選    1 年  千葉彩愛  4 年  阿部真那  7 年  大沼千紗  8 年  髙橋凜華  

9 年  角田  心  9 年田口芽衣  

宮城県金賞    3 年  池田栞音  4 年  堀越涼帆  6 年  山口紗奈  7 年  櫻井りな・清野心花  

仙台市入選    2 年  佐藤心結  2 年  田川舞依  5 年  鈴木理子  7 年  髙橋愛美  

8 年  木村ひなの  9 年  塚本凛心  

毛筆  宮城県特選      4 年  松田一冴  5 年  藤門歩花  6 年  鈴木嶺旺  9 年  新田紗矢  

宮城県金賞      4 年  鈴木姫依  7 年  長谷川真子  8 年  熱海心美・阿部悠行・岡﨑美羽  

仙台市入選      3 年  三塚はるか  5 年  宮脇礼奈  7 年  千葉雅也  8 年  菊地璃香  

 

☆作文宮城 71 号  宮城県入選  2 年  中元彩乃  「にげきれない」  

仙台市入選  3 年  中村真希  「強い心の大切さ」  

 

☆第 25 回中学校選抜塩釜市ソフトテニス協会長杯  男子ダブルス  第 5 位  相馬虎童・富田結士ぺア        

 

☆令和 4 年度仙台市若林区中学校ソフトテニス 1 年生大会  男子準優勝  相馬虎童・佐藤将琴ペア  

          女子準優勝  中川幸恵・阿部碧依ペア  

 

☆第 34 回宮城県小学生フィギュアスケートフリー競技会 A クラス男子  第 1 位  5 年  河本英士  

 

《お知らせ》 3 月はじめの授業参観に合わせて「 1st ステージ  自主学習帳コンクール」を行います。  

      努力賞受賞のノートをエントランスホールに展示いたしますので、どうぞご覧ください。  

 

◇４年生  「10 歳の誓いの式」  みことばの祭儀・進級認定証授与式  

２月２５日（土）に聖堂で行われました。今年はご家族の皆様にもご参列いただく事ができました。  

４年生は凛とした姿で、とても立派でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 年生のみなさん、おめでとうございました！  

 


